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大
阪
大
学
人
間
科
学
部

〔
一
九
九

一
年
三
月
〕

『年
報
人
間
科
学
』
第

一
二
号

一
五
九
頁
ー

一
六
三
頁

居
安
正
教
授
研
究
業
績



居
安
正
教
授
研
究
業
績

略
歴昭
和
二
八
年
三
月

神
戸
大
学
文
理
学
部
文
科
卒
業

昭
和
三
三
年
三
月

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

昭
和
三
六
年
三
月

同

上

博
士
課
程
単
位
修
得
退
学

昭
和
二
八
年
六
月

一
日

大
阪
府
立
北
野
高
等
学
校
定
時
制
課
程
教
諭

昭
和
三
九
年
四
月

一
日

大
阪
薬
科
大
学
助
教
授

昭
和
四
〇
年
四
月

一
.日

関
西
大
学
専
任
講
師

(文
学
部
)

昭
和
四

一
年
四
月

一
日

.
関
西
大
学
助
教
授

(文
学
部
)

昭
和
四
五
年
四
月

一
日

神
戸
大
学
教
養
部
助
教
授

昭
和
四
九
年
四
月

一
日

神
戸
大
学
教
養
部
教
授

昭
和
六
三
年
四
月

一
日

大
阪
大
学
人
間
科
学
部
教
授

.

平
成
三
年
三
月
三

一
日

退
官

主
な
研
究
テ
ー
マ
、

政
党
派
閥
の
社
会
学
的
研
究
お
よ
び
G

・
ジ
ン
メ
ル
研
究
。

功
績・
自
由
民
主
党
お
よ
び
日
本
社
会
党
な
ど
に
み
ら
れ
る
政
党
の
派
閥
を
、
大

衆
民
主
制
の
も
と
に
お
け
る
日
本
の
政
党
の
議
員
政
党
的
な
性
格
か
ら
生
じ

た
も
の
と
す
る
観
点
か
ら
、
そ
の
形
成
の
過
程
、
構
造
と
機
能
を
明
ら
か
に

し

た

。

論
文「一
山
村

の
経
済
と
社
会
」

昭
和
二
九
年
六
月

『
ソ
シ
オ

ロ
ジ
』
第
三
巻

一
号

「町
の
社
会
的
性
格
」

昭
和
二
九
年

一
一
月

高
尾

一
彦
篇

『日
置
荘
町
誌
』
第
三
章
二
節

「
マ
ッ
ク
ス

・
ヴ

ェ
ー
バ
ー
の
国
家
論

上
」

昭
和
三
三
年
九
月

」
『
ソ
シ
オ

ロ
ジ
』
第
六
巻
第
三
号

「
マ
ッ
ク
ス

・
ヴ

ェ
ー
バ
ー
の
国
家
論

下
」

昭
和
三
四
年
四
月

『
ソ
シ
ォ
圏ロ
ジ
』
第
六
巻
四
号

「戦
後
国
民
代
表
の
構
成
と
変
化
」

昭
和
三
五
年
五
月

『ソ
シ
オ

ロ
ジ
』
第
七
巻
第
三
号

「寡
頭
制
と
民
主
制
」

昭
和
三
七
年

一
月

『社
会
学
評
論
』
第

=

一巻
第
二
号

「G

・
モ
亅
ス
カ
の

『支
配
階
級
論
』
覚
え
書
」

昭
和
三
九
年
九
月

吋
ソ
シ
オ

ロ
ジ
』
第

二

巻
第

一
・
二
合
併
号

「大
阪
市
初
等
教
育
界
に
お
け
る
学
閥
」

(共
著
)

昭
和
三
九
年

一
二
月

『社
会
学
評
論
』
第

一
五
巻
第
二
号

「政
治

へ
の
職
業
」

昭
和
四
〇
年

一
〇
月

『関
西
大
学
新
憫
学
研
究
』
第

」一
五
号

「G

・
モ
ー
ス
カ
の
議
会
主
義
と
反
民
主
主
義
」

昭
和
四
〇
年

=

月

『関
西
大
学
文
学
論
集
』
第

一
五
巻
第

一
-
四
合
併
号

・
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「政
治
の
病
理
」

.昭
和
四

一
年

一
一
月

大
橋
薫
篇

『社
会
病
理
学
』

有
斐
閣

「V

・
パ
レ
ー
ト
の
生
涯
」

昭
和
四
二
年
二
月

『関
西
大
学
新
聞
学
研
究

』
第

一
七
-

一
九
合
併
号

「
エ
リ
ー
ト
理
論
の
成
立
」

昭
和
四
二
年

一
〇
月

・
『関
西
大
学
社
会
学
論
集
』
第

一
巻
第
三
号

ド「政
治
集
団
の
病
理
」

昭
和
四
三
年
九
月

那
須
宗

一
他
編

『社
会
病

理
学
辞
典
』

誠
信
書
房

「
エ
リ
ー
ト

・
職
業
政
治
家

・
職
業
革
命
家
」・

昭
和
四
五
年
五
月

池
田
義
祐
他
編

『支
配
』

川
島
書
店

「G

・.ジ
ン
メ
ル
の
形
式
社
会
学
に
お
け
る
社
会
化

の
形
式
と
内
容
」

昭
和
四
八
年
四
月

.

佐
藤
智
雄
編

『歴
史
と
し

て
の
現
代
社
会
』

中
央
大
学
出
版
部

「
二
〇
世
紀
革
命
と

エ
」リ
ー
ト
論
者
た
ち
」

・昭
和
四
九
年
四
月

堀
先
生
退
官
記
念
論
文
集

『社
会
学
の
諸
問
題
』

晃
洋
書
房

「
エ
リ
ー
ト
理
論
と
フ
ア
シ
ズ
ム
」

昭
和
五
〇
年
三
月
..

樺
俊
雄
博
士
古
希
記
念
論
文
集

『歴
史
社
会
学
と
そ
の
周
辺
』

中
央
大
学
出
版
部

「相
互
作
用
と
社
会
過
程
」

昭
和
五

一
年

=

月

本
間
康
平
他
編

『社
会
学
概
論
』

有
斐
閣

「交
換
と
贈
与
」

昭
和
五

一
年

一
一
月

現
代
社
会
学
会
議

『現
代
社
会
学
』
第
三
巻
第
二
号

「大
衆
民
主
制
の
日
本
的
展
開
と
政
党
の
派
閥
」

昭
和
五
二
年
四
月

西
村
先
生
退
官
記
念
論
集

『
日
本
の
社
会
』

晃
洋
書
房

「中
期
ジ
ン
メ
ル
の
社
会
学
」

昭
和
五
四
年
三
月

阿
閉
吉
男
編

『ジ
ン
メ
ル
社
会
学
入
門
』

有
斐
閣

「
エ
リ
ー
ト
理
論
と

エ
リ
ー
ト
主
義
」

眠
和
五
六
年
四
月

.安
田
三
郎
他
編

『基
礎
社
会
学
』
第
W
巻

凍
洋
経
済
新
報
社

「投
票
行
動
の
動
態
」

昭
和
五
七
年
三
月

神
戸
大
学
社
会
学
研
究
室

『産
業
化
と
地
域
社
会
の
変
化
』

赤
穂
市

「
エ
リ
ー
ト
理
論
と

マ
ル
ク
ス
主
義
」

昭
和
五
八
年
五
月

筆
谷
稔
博
士
追
悼
論
文
集

『社
会
学
の
現
代
的
課
題
』

法
律
文
化
社

「金
権
化

・
怨
念
化
の
政
治
社
会
学
」
」
昭
和
五
八
年
五
月

『中
央
公
論
』
昭
和
五
八
年
五
月
号

「地
域
組
織
止
選
挙
」

昭
和
五
八
年

一
一
月

間
場
寿

一
編

『地
域
政
治
の
社
会
学
』

世
界
思
想
社

」

.「鳥
取
県
の
政
治
概
況
」

昭
和
六
〇
年
五
月

'

『ソ
シ
オ
ロ
ジ
』
第
三
〇
巻
第

一
号

「あ
る
農
村
指
導
者
の
口
述
史
」

昭
和
六

一
年
三
月

『社
会
学
雑
誌
』
第
三
号

神
戸
大
学
社
会
.学
研
究
会

.
「あ
る
保
守
政
治
家
の
軌
跡
」

昭
和
六

一
年
三
月

『社
会
科
学
』
第
三
七
号

同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
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「自
民
党
-
派
閥
の
社
会
学
」

昭
和
六

一
年

一
一
月

『創
造
の
世
界
』
第
六
〇
号

小
学
館

「国
会
議
員
の
社
会
的
構
成
」

昭
和
六
二
年
八
月

『近
代
』
第
六
三
号

神
戸
大
学

「近
代
」
発
行
会

「あ
る
女
性
地
方
議
員
の
誕
生
」

昭
和
六
三
年
三
月

『社
会
科
学
』
第
四
σ
号

同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所

著
書『現
代
社
会
学
ノ
ー
ト
』

(共
著
)

昭
和
四
〇
年
六
月

潮
文
社

『吹
田
市
に
お
け
る
政
治

・
社
会
意
識

の
実
態
』

(
共
著
)

昭
和
四
六
年
三
月

関
西
大
学
経
済

・・政
治
研
究
所

『現
代
社
会
と
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
』

(共
著
)

昭
和
四
八
年

一
〇
月

ミ
ネ

ル
ヴ

ァ
書
房

『現
代
社
会
学
』

(共
著
)

昭
和
五
三
年
四
月

ア
カ
デ

ミ
ア
出
版
会

『ウ

ェ
ー
バ
ー

支
配
の
社
会
学
』

(共
著
)

昭
和
五
四
年
五
月

有
斐
閣

『現
代
の
社
会
学
』

(共
著
)

・昭
和
五
六
年
四
月

ミ
ネ
ル
ヴ

ァ
書
房

『政
党
派
閥
の
社
会
学
-
大
衆
民
主
制

の
日
本
的
展
開
1
』

昭
和
五
八
年

一
月

世
界
思
想
社

『自
民
党
1
こ
の
不
思
議
な
政
党
1
』

昭
和
五
九
年

一
〇
月

講
談
社

『鳥
取
県
の
地
方
議
員
』

(共
著
)

昭
和
六
〇
年
三
月

科
研
報
告
書

『あ
る
保
守
政
治
家
』

昭
和
六
二
年

一
月

お
茶
の
水
書
房

『日
本
政
治
を
読
む
』

(共
著
)

昭
和
六
二
年
八
月

有
斐
閣

『同
時
代
の
生
活
史
』

(共
著
)

平
成
元
年
三
月

未
来
社

翻
訳
ジ
ン
メ
ル

『闘
争

の
社
会
学
』
、
(共
訳
)
昭
和
四

一
年
三
月

法
律
文
化
社

ジ
ン
メ
ル

『社
会
分
化
論

・
社
会
学
』

昭
和
四
五
年

一
月

青
木
書
店

ジ
ン
メ
ル

『集
団
の
社
会
学
』

(共
訳
)

昭
和
四
七
年
九
月

ミ
ネ
ル
ヴ

ァ
書
房

ブ
ラ
ウ

『交
換
と
権
力
』

.(共
訳
)

昭
和
四
九
年

一
月

新
曜
社

ザ
イ
デ
ル
フ
ェ
ル
ト

『抽
象
的
社
会
』

.

昭
和
五

一
年
三
月

ミ
ネ
ル
ヴ

ァ
書
房

『ジ
ン
メ
ル
著
作
集
』
第

一
二
巻

(共
訳
)

昭
和
五

一
年
七
月

白
水
社

『ジ
ン
メ
ル
著
作
集
』
第
三
巻

(共
訳
)

昭
和
五
三
年
七
月

白
水
社

ジ
ン
メ
ル

『秘
密
の
社
会
学
』

昭
和
五
四
年

一
一
月

世
界
思
想
社

『ジ
ン
メ
ル
著
作
集
』
第
二
巻

(共
訳
)

昭
和
五
六
年
二
月

白
水
社

ジ
ン
メ
ル

『宗
教
の
社
会
学
』

昭
和
五
六
年

一
〇
月

世
界
思
想
社
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